
早稲田大学
建築家・建築画家

ひと･ネットワーククリエーター
眺めニスト

田中 智之 山下 裕子
益城町復興まちづくりパートナー
ズトチデザイン

都市整備部 都市計画課プレイスメディア
ランドスケープアーキテクト

女鹿 裕介
プレイスメディア
ランドスケープアーキテクト

吉村 純一 吉海 雄大

［開催期間］8/25（火）~  8/28（金）
［会場］大津町町民交流施設 オークスプラザ（菊池郡大津町大津 1220-1）
［対象者］学生と社会人をあわせて 30 名程度
　※40 歳程度以下＆プログラム全てに参加できる方

　※定員を超える場合は参加者を選定させていただくことがあります

［講習費］学生 15,000 円、社会人 36,000 円
　※飲食･宿泊代は含まれません。宿泊は各自での手配をお願いします

［募集期間］6/1（月）~  6/30（火）17:00 まで
［参加申込］URL or QR コードからお申込みください
URL：https://forms.gle/HvTpJyEM2rj39xxr6

　※氏名や所属他、志望動機（150 字程度）等についてご回答いただきます

　※お申し込みの際に頂いた個人情報は本行事のみに使用いたします

［問い合わせ］info@fukei-design.jp（担当：原田 )
［CPD］建設コンサルタンツ協会：33.0 単位　造園：33.0 単位
［主催］風景デザイン研究会　［後援］大津町　

九州デザインシャレット 2026 in 熊本県大津町　テーマ

■プログラムの特徴

過去の九州デザインシャレットの様子（現地調査・グループワーク）

①合宿形式　設計演習は３泊４日、参加者のグループワークによって
実施します。若手講師がチューターとして各班の相談や資料･模型の
作り方などの技術的サポートを行います。このシャレットで出会った
仲間はその後の人生において切磋琢磨できる貴重な存在になります。

シャレット（charrette）は仏語で「荷馬車」という意味です。
仏の大学生が設計課題の提出日に荷馬車に図面を積んで学校に来る様子から
短期間に集中的に行う演習を意味するようになったと言われています。

かつて豊後街道の宿場町として栄えた熊本県大津町は、現在、世
界的な半導体企業の進出や空港アクセス鉄道の計画により劇的な
変革期にあります。町の「まちづくり基本構想・基本計画」では、
近代以降の鉄道やバイパス整備に伴って南北に分断された街並み
を大きなまとまりでつなぎ、肥後大津駅周辺に “街道” のような
歩きやすさと滞留、そして回遊が生まれる場を創出することが掲
げられています。本シャレットでは肥後大津駅周辺を対象とし、
将来像である - “ひと” と “まち” がつながる『おおづ街道駅』-
を具現化するデザイン提案をグループワークで行います。

②地域密着型　大津町では、駅の橋上化と自由通路整備による南北の
接続に加え、駅周辺に人中心の滞留・回遊を生む歩行空間の創出が掲
げられています。本演習はこうした状況を踏まえた実践的な検討にな
ります。また、地域の方とのグループワークも予定しており、最終日
の講評会にも参加いただき、演習成果を今後のまちづくりの参考とし
て共有いたします。（なお、本演習は純粋な設計演習の場で、ここで
の成果について大津町には一切の責任はありません）
③実務的な講師陣　各地のまちづくりプロジェクトに携わる風景デザ
イン研究会メンバーに加え、ランドスケープや建築分野、広場づくり
など、様々な活躍をされているゲスト講師を迎え、実践的な指導を行
うメンバーを揃えております。

④初学者から経験者までを対象　設計演習は、プログラムに示す現地
見学やレクチャー等から構成され、公共空間のデザインを考える際に
必要な「コンセプト～プランニング～デザイン～プレゼン」の基礎を
体系的に学ぶことができます。講師やチューターが丁寧に指導します
ので、初学者でも心配せずに受講を検討されてください。

池田 隆太郎
福岡大学
景観まちづくり研究室

福岡大学
景観まちづくり研究室

宮崎大学
地域交流デザイン研究室

長崎大学
環境計画研究室

熊本大学
景観デザイン研究室

熊本大学
地域風土計画研究室

地域力創造デザインセンター 風景工房

“ひと” と “まち” がつながる『おおづ街道駅』をデザインする

尾野 薫増山 晃太石橋 知也髙尾 忠志星野 裕司 田中 尚人柴田 久
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研究会講師
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歩きにくい県道 30 号 交通量の多い北側交差点 駅前通りの様子 駅から見た駅前通り

　大津町は人口約 36,500 人（R8.3）を有し、
隣接する菊陽町への TSMC の進出や周辺の
産業・住宅開発に伴い、今後も持続的な発
展が見込まれています。さらに 2034 年開
業予定の空港アクセス鉄道整備事業によ
り、肥後大津駅は熊本駅と阿蘇くまもと空
港を繋ぐ広域交通の要衝へと変貌を遂げよ
うとしています。駅利用者の増加が予測さ
れる一方、周辺の歩行環境には課題が残り
ます。役場周辺や既存の商業機能が集まる
南側に比べ、県道 30 号が通る北側エリア
は歩道が狭隘で、公園、歩道、店舗等の連
続性や一体性に乏しいのが現状です。町の
「肥後大津駅周辺まちづくり基本構想・基
本計画」では、駅の橋上化と自由通路整備
による南北の接続に加え、駅周辺に人中心
の滞留・回遊を生む歩行空間の創出を掲げ
ています。
　本演習では、この将来像である― “ひと”
と “まち” がつながる『おおづ街道駅』―
を具現化するデザイン提案を課題としま
す。具体的には、駅北側の主要軸である駅
前通りの県道 30 号から役場へと至る区間
を対象とします。交差点角の残地と連携し
た民有地の活用方策、歩行者優先の道路構
成の再編、生活道路へと繋がる結節点のデ
ザインを通じ、単なるインフラ更新に留ま
らない、大津らしい “街道” の賑わいを再
生する空間の提案を求めます。官民の境界
を越えたデザインによって、いかに新たな
活動を誘発するか、グループワークでの深
い議論を期待します。
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講師によるエスキス

調査結果報告
「空間とアクティビティ」

レクチャー（田中智）

レクチャー（星野）
レクチャー（山下、田中尚）

ガイダンス（大津町、増山･吉海）

講師によるエスキス

レクチャー（柴田）

レクチャー（吉村）

コンセプトメイキング
（グループワーク）

コンセプトメイキング
デザインスタディ
対象地計画図検討
（グループワーク）

デザインスタディ
提案模型検討

（グループワーク）

デザインスタディ
計画図・提案模型検討
（グループワーク）

デザインスタディ
提案模型検討

（グループワーク）

提案模型・プレゼン準備
（グループワーク）

講師および
地域の関係者による

講評会

会場集合

エスキスの様子
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現地調査＆結果整理
（講師による解説）
（地域の方を交えた
グループワークを予定）

懇親会

懇親会（有志）

撤収作業
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■対象地および演習課題


